
山王小学校
一人一台端末活用説明会

配布用資料
1人1台端末を用いた学習活動の紹介



なぜGIGAスクール構想が始まった？？

今の子どもたちが大人になる１０～２０年後の社会を考えると

Society 5.0（サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシス
テムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会）

つまり・・・今の「当たり前」は、将来にわたっても「当たり前」とは限らない。



なぜGIGAスクール構想が始まった？？

そのために

「個別最適な学び」

「協働的な学び」

を学校で実現



小学校では何ができればいいのか

・情報活用能力（情報リテラシー）

　１　情報収集能力・・・情報を収集するための方法を学ぶ

　２　情報の評価・・・収集した情報を評価し、信頼性の高い情報を選択する力を身につける

　３　情報の整理・・・情報を分類し、必要な情報を取り出す力を身につける

　４　情報の利用・・・収集した情報を利用して、問題を解決するための解決策を考えること　　　　　　　　　　

ができる能力を身につける

・・・今の小学生が大学を受験する時には、受験科目に「情報科」も。



小学校では何ができればいいのか

各種の基本操作

・写真の撮影や取り込み ・文章作成（タイピング能力含）

・プレゼンテーションの作成 ・情報の検索

・クラウドを活用して、作業や学習を共有

など、学年に応じて取り入れていきます。



低学年（１・２年）では・・・

お絵描きやプログラミングの基礎
撮影した写真を取り込んだり
印刷したり



中学年（３・４年）では・・・

キーボード入力や情報の検索

デジタルホワイトボードやアンケートシステム
を用いた意見共有



高学年（５・６年）では・・・

プレゼンの作成と発表
デジタルアンケートの作成・実施とその情報の活用



小学校では何ができればいいのか

・プログラミング（プログラミング的思考・論理的な思考）

〇目的を達成するために物事を順序立てて考え、結論を導き出していき、それを計画的に実行する

１　状態遷移

　　２　順次実行

　　　　３　繰り返し

　　　　　　４　条件分岐



子どもたちが利用しているＰＣについて

ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ（クロームブック）

・Google社が開発したOS（chromeOS）を搭載したPC

・Word・Excelによく似た機能を持つアプリも

　利用できる。

・「classroom」のような、教育利用に適した各種

　の機能を持っている。



家庭での利用に必要なもの

コンピュータは、適宜ご家庭に持ち帰り、家庭学習にも利用します。

その際、ネットワーク環境（Ｗｉ－Ｆｉ）と充電装置（ＵＳＢ－ＴｙｐｅＣ）が必要になります。

Wi-Fiルータは市
から貸与できま
す（有償）

充電ケーブルは
ご家庭でご準備
お願いします。



ｃｌａｓｓｒｏｏｍって？

ネットワーク中の教室

学習内容の管理ができる

・いろいろな連絡事項

・課題の確認・提出

・会議システムの利用



本校における実際の学習利用
～アプリの利用を中心に～



付箋アプリ「Jam　board」を用いた意見交流



プレゼンテーションアプリ「スライド」の利用



他にも、文書を作成したり、
動画を録画・提出したり、様々な使い方



「スクラッチ」を活用した図形の作図



ＩｏＴブロック「ＭＥＳＨ」の活用



家庭学習での利用
ＡＩ型デジタルドリルの活用



ＡＩ型デジタル教材「Ｑｕｂｅｎａキュビナ」

子ども一人ひとりの解
答の傾向や間違え方
をＡＩが分析。
個別最適な学習につな
げてくれる。

・ＡＩが一人ひとりに合わせた個別最適な問題を出題



ＡＩ型デジタル教材「Ｑｕｂｅｎａキュビナ」

・学習に必要な様々な操作に対応

画面に手書き

リスニング

漢字の練習や作図問題などにも幅広く対
応



ＡＩ型デジタル教材「Ｑｕｂｅｎａキュビナ」

・学習データを蓄積すること

で、より細やかな学習指導

が可能に

子どもが
「どこでつまづいているか」
「どのような問題が苦手か」
を把握できる。



「ホーム」タブから、色々な問
題に取り組むことができま
す。

多くの問題に取り組むことでＡＩが、その子の
苦手分野を把握します。「５分間復習」が選択
できるようになったら、ご家庭で積極的に取り
組ませてください。


